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ドラフト候補＆有望選手リスト

東京

板東　湧悟 JR東日本 鳴門 23 181 76 右右 △ 角度に強さがつき、真っすぐの比率が高まった。反面、自慢のカーブがタテから斜めになったような
沼田　優雅 NTT東日本 立正大 26 172 77 左左 △ 年々力強さを増している。左打者の膝元にチェンジアップを配する術に、144キロで仕留める迫力も
堀　　　誠 NTT東日本 立正大 23 186 83 右右 △ 膝カックンのようなクイックなど、大きな体を上手に操る。パワ―アップを欲張らなければプロでも
石田　光宏 東京ガス 関西大 24 181 85 右右 △ ケガを克服し、昨年の不振を脱する。マウンド度胸、フィールディングと中継ぎに必要な武器を装備
臼井　　浩 東京ガス 中央学院大 24 168 75 右左 △ 苦しい時ほど気迫で勝負。今年は左打者の外へのスライダーを使って、決め球フォークを際立たせた

西関東

柏原　史陽 JX-ENEOS 同志社大 25 175 80 右右 △ 力むほどに、打者とタイミングが合ってしまう。昨年よりも威力は増している。あとは間合いの問題
江口　昌太 JX-ENEOS 鹿児島工 24 181 80 右右 △ もう一度、君に夢を見てもいいかな？　タイムリミットの高卒6年目に、かつての球速が戻ってきた
西島　隆成 JX-ENEOS 筑波大 24 178 81 左左 △ 見栄えのする左腕。クロスファイアーは145キロが出て、変化球も速い。不用意な失点で損をしている
左澤　　優 JX-ENEOS 横浜商科大 24 171 76 左左 △ 左打者の外への145キロと同じ軌道でツーシームを落とす。キレはあるはずが左キラーになりきれず
鈴木　健矢 JX-ENEOS 木更津総合 21 177 75 右左 △ 体のバネと柔軟性でタイミングが外せるサイドハンド。今年は打たれているが、スカウト受けは抜群
岡野祐一郎 東芝 青山学院大 24 180 84 右右 ○ 決め球フォークを見切られても、引き出しは豊富。ツーシームを外に逃がしたり、カーブを混ぜたり

東海

瀧中　瞭太 Honda鈴鹿 龍谷大 24 180 90 右右 ○ 堂々の体躯からパワフルな剛球は150キロ超。フォーク、カットも使い都市対抗で打者8人から6三振
平尾　奎太 Honda鈴鹿 同志社大 24 188 90 左左 ○ 長い腕から繰り出される一つ一つの球種が良く、高低、左右とも角度あり。昨年の奮投こそ本来の姿
川本　祐輔 JR東海 亜細亜大 25 180 80 右右 △ 社会人でサイドに転向。140キロ台前半で詰まらせつつ、変化球でタイミング外して振らせて料理
中内　洸太 王子 関西国際大 23 176 76 右左 △ ツーシームとスライダーでずらしつつ、真っすぐで押せる力あり。元遊撃手だから守備、牽制は万全
堀田　　晃 西濃運輸 大阪学院大 24 180 85 右右 ○ 心身がタフで、プロでもイニングをこなせる存在になれる。速く感じる速球とチェンジアップ出し入れ
田中　空良 東邦ガス 豊川 21 177 82 右左 △ 高校時センバツ4強。140キロ台後半に伸びがあり、変化球はより実戦的に。テンポよい気迫の攻め
富山　凌雅 トヨタ自動車 九州国際大付 21 179 83 左左 ○ 馬力があり、140キロ台前半でも数字以上の伸び、球の強さ。内角を攻めて昨秋日本選手権で好投
勝野　昌慶 三菱重工名古屋 土岐商 21 183 89 右右 ○ 豪腕のようで捕手の意図を汲み取れる感性◎。狙いを持って内外に投げ分ける。牽制への配慮ほしい

近畿

温水　賀一 大阪ガス 九州産業大 24 179 75 右右 △ 半身の時間を長く保って、狭い幅で左右の肩を入れ替える。140キロ前後でも詰まらせる球質がいい
坂本光士郎 新日鐵住金広畑日本文理大 24 180 70 左左 △ ボールは絶品なのに打たれる。左で147キロが出て、フォームもいいのに、結果だけがついてこない
岩本　喜照 日本新薬 九州共立大 23 187 84 右右 △ でんでん太鼓のようなフォームから速球で押しまくる救援型。全球全力で勝負するから手数を要する
高橋　拓已 日本生命 桐蔭横浜大 24 175 75 左左 ○ 課題だったスライダーが強くなった。プレートの位置も三塁側に変えるなど、チャレンジを恐れない
本田　洋平 日本生命 愛知学院大 24 181 81 右右 △ 生きのいい投球に、守備や牽制も悪くない。得意のカットが真っすぐにより近づけば、未来が開ける
榎本　　亮 パナソニック 佛教大 26 173 74 左左 △ クロスファイアーが144キロまで増速。タテスラも鋭いが、左打者に踏み込ませない怖さがほしいか
吉川　峻平 前パナソニック 関西大 23 183 77 右右 ◎ 真っすぐが低めに決まれば、同じ軌道からのシンカーは魔球に。右の外、左の内にもシンカー決める

中国
矢部　佑歩 三菱自動車倉敷オーシャンズ 石川ミリオンスターズ 27 178 88 右右 △ 変化球の制球力を磨いて主戦に成長。129キロのカットボールは、ドライブサーブのような勢いあり
伊藤　一輝 三菱重工広島 駒澤大 23 185 90 左左 △ 左打者が嫌がる球筋の持ち主。長い腕から球持ち長く、左の外への球が遠く見える。守備力強化必須
杉山　一樹 三菱重工広島 駿河総合 21 193 92 右右 ◯ 高めに抜けた153キロよりも、指にかかった低めの148キロ。変化球は幼いが、角度と強さはプロの器

四国 菊池　大樹 四国銀行 龍谷大 25 178 85 右右 △ 根負けしない制球力がついた。ミットを鳴らす真っすぐに、左打者の外から入れるスライダーもいい

九州
荒西　祐大 Honda熊本 玉名工 26 178 80 右右 △ 横手からの強さに味が加わる。都市対抗では不運な当たりに泣いたが、昨年以上に間合いを支配した
立石　悠汰 西部ガス 東洋大 24 181 81 右右 △ 146キロにタテスラ、フォークと持ち球は悪くない。自分の攻めを確立し、投げ屋から投手に脱皮を

地区名 名前 チーム名 出身校 年齢 身長 体重 投打 評 コメント
東北 坂本　拓弥 JR東日本東北 東海大望洋 26 180 82 右右 △ 時間はかかったが、捕手らしい配慮と工夫は、今年の候補の中では一番。もうひと手間を惜しまない
南関東 辻野　雄大 Honda 白鷗大 25 179 81 右左 △ ２番捕手が務まる軽やかな身のこなし。今年は攻守に躍動感が増した。外野で動き回る方が楽しそう

東京
渡辺　和哉 JR東日本 専修大 24 176 85 右右 △ 二塁送球でコンスタントに2秒を切るなど、スローイングが上達。逆方向に放り込む「打てる捕手」
喜多　亮太 セガサミー 敦賀気比 22 176 73 右右 △ とっくの昔にプロに入っているはずの素材。足踏みが続いていたが、今年は攻守に力強さが出てきた

東海
柘植　世那 Honda鈴鹿 健大高崎 21 174 83 右右 ○ 高卒2年目からマスクを被り、苦しみながら予選突破した経験貴重。肩・送球が強く、振る力も十分
大川　拓巳 永和商事ウイング 浦安 21 181 78 右右 △ 座ったまま二塁へ放れる地肩で、相手が盗塁を企図しない。打撃はスイングの弧が大きくスケール感大
森　　祐輔 ジェイプロジェクト 愛知東邦大 24 170 80 右右 △ 高校時は柴田圭輝（東邦ガス）の陰も年々上昇。スローイングが安定、打の3番起用も能力なら当然

近畿 三上　恭平 パナソニック 上武大 27 180 86 右右 △ 少々形は悪くても、強肩強打でチームを引っ張るバイタリティーあり。OB足立祐一（楽）の後を追う
四国 小林　奨平 JR四国 鳴門一 27 172 75 右左 △ 長年の肩の痛みが癒えて、強肩強打の本来の姿に。スイング軌道よく、投手への気配りもある実力派
九州 牛島　将太 JR九州 明治大 24 180 83 右右 △ 粗削りでも、プロが好みそうな屈強な体。打の精度、送球の精度ともにあと一歩だが、爆発力はある
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▼一塁手
西関東 二橋　大地 三菱日立パワーシステムズ 東日本国際大 24 178 88 右右 △ かつて大谷翔平（エンゼルス）から打った男は何かを持っている。９番打者で気楽に振って長打連発
東海 沓掛　祥和 トヨタ自動車 慶應義塾大 23 173 88 右右 △ フライングエルボーから強く押し込み、遠くへ飛ばす。白人スラッガーのような雰囲気を身にまとう
四国 笹田　　仁 JR四国 流通経済大 24 185 82 右右 △ 当たれば凄いロマン枠。こういう選手こそトーナメントよりもリーグ戦で。意外と走れるのも好材料

▼二塁手

東京
石川　裕也 東京ガス 日大国際関係学部 24 178 75 右左 △ 遊撃手としては弱いが、二塁手ならプロも。意味のある声でチームを引っ張る。打の強さをさらに！
新城　　拓 明治安田生命 中央大 24 170 73 右左 △ 明安のパイナップルパンチは社会人でパワーアップ。強い打球が増えて、甘く入ればスタンドインも

西関東 久保　晧史 三菱日立パワーシステムズ 富士大 25 181 85 右左 △ 確かな技術にプライドを持つ職人肌。内角のさばきは絶品。気負わなければ、結果で圧倒できるのに
東海 山野辺　翔 三菱自動車岡崎 桜美林大 24 170 72 右右 ○ パンチ力十分の「打てる二塁手」で攻守に積極姿勢、泥臭さも。守備範囲も広く、足でも戦力に
近畿 法兼　　駿 パナソニック 亜細亜大 24 174 80 右左 △ クルンと回れて、ツボにはまれば飛距離も出る。もう少し打席で我慢できれば、本物の打てる二塁手

▼三塁手
北関東 森下　翔平 日立製作所 東海大 24 180 87 右右 △ 安定した三塁守備。送球で崩れることはない。センターから右への意識の延長に長打がある中距離砲
東海 松本桃太郎 Honda鈴鹿 仙台大 24 175 85 右左 △ どっしりと構えて呼び込んで痛打。スイングの強さや打撃技術は比類なし。中堅深くへ打球が伸びる

▼遊撃手
東北 篠川　拓也 日本製紙石巻 同志社大 26 172 72 右右 △ センター前に抜けそうな打球に追いつき、左肩を入れて正確に一塁送球。対応力とバランス感覚抜群
南関東 木浪　聖也 Honda 亜細亜大 24 178 82 右左 △ 初回から10球以上放らせて、相手投手にボディブロー。四球を選べて、甘くなったら痛打を浴びせる
東京 吉田　大成 明治安田生命 明治大 23 174 76 右左 △ 今年は二塁手だが、やはり遊撃手がよく似合う。鋭い出足に強い送球。プレジャンプの躍動感にも華

地区名 名前 チーム名 出身校 年齢 身長 体重 投打 評 コメント
▼左翼手
東北 佐山　航平 日本製紙石巻 湯本 21 190 95 右右 △ スイングスピードよりも軌道で飛ばすタイプか。ゆったりと振っているようで、驚きの飛距離が出る
南関東 佐藤　竜彦 Honda 立教大 24 182 82 右右 △ 大きなフォロースルーで打球を飛ばす。空振りも多いが、初球から振る怖さが結果につながってきた
東京 佐藤　拓也 JR東日本 立教大 24 173 76 右左 △ 何でもできる野球の申し子。すべてにそつなく、すべてが絵になる。ただし絶対的な武器となると…
西関東 龍　幸之介 三菱日立パワーシステムズ 白鷗大 24 182 91 右左 △ ２年連続都市対抗で１試合２本塁打。下半身強化で対応力増し、左に強い。守備に目をつぶってでも

近畿
皆川　　仁 日本生命 立正大 24 177 81 右左 △ 積極的に振っていき、率も残せて、内寄りの球はライトスタンドへ。好球必打の精度をさらに高めて
根来　祥汰 三菱重工神戸・高砂 滝川二 21 174 68 右左 △ スピード感は後輩の髙松渡（中）にひけを取らない。いつもレフトでしか出場しないのがネックか？

中国 汐月祐太郎 三菱重工広島 筑波大 24 173 74 右左 △ 典型的な左の好打者。振りが美しく、コンタクト能力が高い。守備走塁にもうひとつ特徴があれば…
▼中堅手
近畿 近本　光司 大阪ガス 関西学院大 24 170 70 左左 ○ 小さな体を使いこなし、鮮やかな三盗。道具に仕事させて、逆方向に一発長打。橋戸賞は必然の結果
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